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♯006令
和
元
年
度
意
見
交
換
会
の
報
告

　

Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
７
月
か
ら
10
月
に
か
け

て
各
地
方
整
備
局
、北
海
道
開
発
局
、沖
縄

総
合
事
務
局
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

本
年
度
は
６
月
に
改
正
品
確
法
が
成
立

し
、
建
設
業
者
が
拠
点
と
な
る
地
域
で
活

動
を
継
続
す
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備

が
必
要
と
の
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。こ

れ
を
受
け
、P
C
建
協
で
は「
年
度
工
事
量

の
安
定
的
確
保
」を
最
重
要
課
題
と
し
、さ

ら
に
「
働
き
方
改
革
の
推
進
」「
生
産
性
向

上
の
推
進
」「
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
へ
の
対

応
」
を
加
え
た
４
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま

す
。

１・
年
度
工
事
量
の
安
定
的
確
保

　
「
予
算
確
保
や
事
業
の
進
捗
状
況
に
よ

り
簡
単
で
は
な
い
」
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

た
だ
し
、地
域
拠
点
の
確
保
と
若
手
技
術
者

の
地
元
志
向
に
応
え
る
た
め
に
は
、
年
度
工

事
量
の
安
定
的
確
保
が
重
要
で
あ
る
と
い

う
点
に
つ
い
て
は
ご
理
解
を
い
た
だ
い
た
。

２・
働
き
方
改
革
の
推
進（
週
休
２
日

　　
モ
デ
ル
工
事
の
検
証
と
課
題
）

(1) 

適
切
な
工
期
設
定
の
運
用
と

　

 

概
略
工
程
の
開
示

　

適
切
な
工
期
設
定
の
運
用
に
つ
い
て
は
、

「
工
期
設
定
支
援
シ
ス
テ
ム
に
準
拠
し
て

設
定
し
て
い
る
」
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

公
告
時
の
概
略
工
程
の
開
示
に
つ
い
て
は
、

未
実
施
の
整
備
局
等
か
ら
「
今
後
検
討
す

る
」と
の
回
答
を
得
た
。

(2) 

週
休
２
日
実
施
工
事
の
さ
ら
な
る

　

 

経
費
補
正

　

実
態
調
査
か
ら
現
状
の
補
正
係
数
で
は

い
ま
だ
経
費
が
不
足
す
る
こ
と
を
報
告
し

た
。そ
れ
に
対
し「
労
務
費
は
段
階
的
に
引

き
上
げ
て
い
る
」、「
工
事
費
の
見
直
し
は

労
務
費
等
の
調
査
結
果
に
基
づ
く
た
め
、

調
査
で
は
正
確
な
記
入
を
お
願
い
す
る
」

と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

３・
生
産
性
向
上
の
推
進

(1) 

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
の
推
進

　

U
コ
ン
ポ
橋
の
採
用
に
つ
い
て
は
、適
材

適
所
で
使
用
す
る
と
い
う
回
答
が
多
か
っ

た
。構
造
形
式
選
定
時
の
2
次
選
定
で
の
プ

レ
キ
ャ
ス
ト
構
造
の
追
加
に
関
す
る
提
案

に
つ
い
て
は
、「
現
状
で
は
適
切
に
評
価
す

る
こ
と
が
難
し
く
、
今
後
の
課
題
と
す
る
」

と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。運
搬
に
使
用
す
る

特
殊
車
両
の
更
新
手
続
き
の
簡
素
化
に
つ

い
て
は
、担
当
す
る
運
輸
局
に
伝
え
る
と
の

回
答
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。地
域
で
独
自

に
設
定
し
て
い
る
運
搬
時
間
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、「
関
係
機
関
と
の
協
議
に
よ
り

設
定
し
て
お
り
理
解
・
協
力
を
お
願
い
す

る
」と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

(2) 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進

　

新
技
術
導
入
促
進（
Ⅱ
）型
工
事
の
発
注

継
続
に
関
す
る
要
望
に
つ
い
て
は
、
概
ね

理
解
を
得
て
「
対
応
可
能
な
も
の
は
順
次

発
注
す
る
」と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

４
・
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
へ
の
対
応

(1) 

設
計
者
と
施
工
者
が
連
携
し
た

　

 

Ｐ
Ｃ
橋
保
全
補
修
工
事
の
試
行

　

Ｒ－

１
、Ｒ－

２
（
一
般
的
な
E
C
I
）

方
式
で
の
試
行
工
事
の
発
注
提
案
は
概
ね

理
解
さ
れ
た
が
、
P
C
橋
へ
の
適
用
に
関

す
る
具
体
的
な
意
見
交
換
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。

(2) 

地
方
自
治
体
支
援
に
向
け
た

　

 

工
事
発
注
形
態
の
検
討

　

地
方
自
治
体
が
管
理
す
る
橋
梁
に
対
す

▲ 地方整備局との意見交換会の様子

る
直
轄
代
行
の
更
な
る
推
進
に
つ
い
て
は
、

「
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
議
等
の
協
議
会

で
意
見
交
換
し
て
い
る
。ま
た
、要
望
が
あ

れ
ば
代
行
を
検
討
す
る
」
と
の
回
答
が
多

か
っ
た
。中
規
模
橋
梁
の
一
括
発
注
に
つ

い
て
は
、「
管
轄
が
異
な
り
課
題
が
多
い
」

と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。ま
た
、Ｐ
Ｃ
建
協

保
有
の「
橋
梁
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」の
活
用
に

つ
い
て
は
、
好
意
的
な
意
見
が
多
か
っ
た
。

高
速
道
路
株
式
会
社
と
の

意
見
交
換
会

　

高
速
道
路
株
式
会
社
３
社
と
の
意
見
交

換
会
を
開
催
し
、
次
の
３
テ
ー
マ
で
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

① 

年
度
工
事
量
の
安
定
的
確
保

　

② 

働
き
方
改
革
の
推
進

　

③ 

生
産
性
向
上
の
推
進
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▲ 表彰を受けた方を囲んで

▲ 表彰を受けた方々を囲んで

令
和
元
年
度
道
路
功
労
者
表
彰

　

道
路
整
備
事
業
や
道
路
愛
護
・
美
化
道

路
整
備
事
業
や
道
路
愛
護
・
美
化
保
全
な

ど
に
推
進
・
尽
力
し
た
団
体
・
個
人
を
対

象
と
し
た「
令
和
元
年
度
道
路
功
労
者
」が

こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
、Ｐ
Ｃ
建
協
が
推
薦

し
た
３
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
制
度
は
平
成
26
年
か
ら
日
本

道
路
協
会
が
行
っ
て
い
ま
す
。毎
年
８
月

10
日
の「
道
路
の
日
」に
表
彰
状
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
、
今
年
は
60
人
と
95
団
体
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｃ
建
協
が
推
薦
し
、
今
回
表
彰
さ
れ

た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
㈱
Ｉ
Ｈ
Ｉ
イ
ン
フ
ラ
建
設 

高
橋 

政
雄
氏

・
ド
ー
ピ
ー
建
設
工
業
㈱  

恒
川 

克
己
氏

・
㈱
日
本
ピ
ー
エ
ス        

河
村 

敏
和
氏

令
和
元
年
度
「
優
秀
施
工
者
国
土

交
通
大
臣
顕
彰
」、「
青
年
優
秀
施

工
者
土
地
・
建
設
産
業
局
長
顕
彰
」

　

令
和
元
年
10
月
11
日
、
東
京
都
港
区
の

メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
に
て
、
令
和
元
年
度

「
優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大
臣
顕
彰（
建
設

マ
ス
タ
ー
）」「
青
年
優
秀
施
工
者
土
地
・

建
設
産
業
局
長
顕
彰
（
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ

ス
タ
ー
）」の
顕
彰
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今
年
で
28
回
目
で
す
。

　

こ
の
建
設
マ
ス
タ
ー
は
優
秀
な
技
能
者

を
国
土
交
通
大
臣
が
顕
彰
す
る
制
度
で
、

現
場
経
験
20
年
以
上
で
年
齢
40
歳
以
上
60

歳
以
下
な
ど
が
対
象
と
な
り
ま
す
。ま
た

平
成
27
年
か
ら
は
若
い
技
能
者
の
育
成
促

進
策
の
一
環
と
し
て
、
現
場
経
験
10
年
以

上
で
年
齢
39
歳
以
下
を
対
象
と
し
た
建
設

ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、優
秀
な
技
能
・
技
術
を
持
ち
、

後
進
の
指
導
・
育
成
な
ど
に
多
大
な
貢
献

を
し
た
建
設
技
能
者
４
５
６
人
が
建
設
マ

ス
タ
ー
と
し
て
、ま
た
、今
後
さ
ら
な
る
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
技
能
者
１
０
５
人
が
建

設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
と
し
て
顕
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｃ
建
協
か
ら
は
建
設
マ
ス
タ
ー
を
４

人
、
建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
を
３
人
推

薦
し
、合
計
７
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

顕
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

建
設
マ
ス
タ
ー

・
㈱
明
巧　
　
　
　
　

相
川 

貞
行
氏

・
㈱
西
和
工
務
店　
　

上
田 

憲
一
氏

・
㈱
安
東
建
設　
　
　

霍
田 

譲
二
氏

・
㈱
ス
ガ
ナ
ミ　
　
　

松
本 
喜
和
氏

建
設
ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー

・
太
志
建
設
㈱　
　
　

工
藤 

晋
哉
氏

・
北
川
工
業
㈱　
　
　

武
田 

雅
人
氏

・
丸
喜
運
輸
機
工
㈱　

中
井 

幸
子
氏

▲ PC建協の出展ブース

第
28
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
発
展
に
関
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
展

　
Ｐ
Ｃ
に
関
す
る
講
演
会
や
最
新
の
Ｐ
Ｃ

技
術
が
展
示
さ
れ
る「
第
28
回
プ
レ
ス
ト
レ

ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
発
展
に
関
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
主
催
：（
公
社
）Ｐ
Ｃ
工
学
会
、

後
援
：Ｐ
Ｃ
建
協
）」が
令
和
元
年
11
月
７
日

と
８
日
の
２
日
間
、愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン

タ
ー（
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
）で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は（
公
社
）Ｐ
Ｃ
工
学
会
設
立
60
周

年
の
記
念
大
会
で
、こ
の
祝
賀
会
が
初
日
に

名
古
屋
国
際
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。祝

賀
会
で
は
藤
井
敏
道
Ｐ
Ｃ
建
協
会
長
が
来

賓
挨
拶
と
し
て
設
立
60
周
年
の
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｃ
建
協
の
ブ
ー
ス
で
は
、Ｕ
コ
ン
ポ
橋

の
模
型
、中
部
地
方
の
Ｐ
Ｃ
の
主
要
事
業
の

パ
ネ
ル
の
展
示
に
加
え
、「
Ｐ
Ｃ
の
ニ
ュ
ー

フ
ェ
イ
ス
た
ち
」の
モ
ニ
タ
ー
上
映
を
行
い

ま
し
た
。
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▲ 日本パビリオンオープニングセレモニー

Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｃ
第
26
回
世
界
道
路

会
議（
ア
ブ
ダ
ビ
大
会
）に
出
展

　

令
和
元
年
10
月
６
日
〜
10
日
の
５
日
間

に
わ
た
り
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ

Ｅ
）
の
首
都
ア
ブ
ダ
ビ
で
世
界
道
路
協
会

が
主
催
す
る
「
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｃ
第
26
回
世
界

道
路
会
議
（
ア
ブ
ダ
ビ
大
会
）」
が
開
催
さ

れ
、Ｐ
Ｃ
建
協
と
し
て
日
本
パ
ビ
リ
オ
ン

に
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。

　

本
大
会
に
は
１
４
４
ヵ
国
か
ら
３
０
０

０
人
以
上
が
出
席
し
、
日
本
か
ら
は
菊
川

滋（
公
社
）日
本
道
路
協
会
副
会
長（
Ｐ
Ｉ

Ａ
Ｒ
Ｃ
副
会
長
）
を
は
じ
め
約
２
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

技
術
展
示
会
に
は
米
英
仏
な
ど
19
ヵ

国
１
１
４
団
体
が
出
展
し
ま
し
た
。日
本

パ
ビ
リ
オ
ン
で
は
国
土
交
通
省
、
東
京
都
、

▲ 苫小牧工業高等専門学校での派遣講義

▲ 下塩原第一橋梁の現場見学の様子

現
場
見
学
会
開
催

　

Ｐ
Ｃ
建
協
支
部
が
主
催
す
る
現
場
見
学

会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
関
東
支
部
）

　

令
和
元
年
11
月
15
日
に
栃
木
県
那
須
塩

原
市
の
下
塩
原
第
一
橋
梁
の
工
事
現
場
で

（
一
社
）建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
関
東

支
部
の
会
員
24
人
を
対
象
に
現
場
見
学
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
橋
は
橋
長
１
６
７
ｍ
、有
効
幅
員
９
・

５
ｍ
、
ア
ー
チ
支
間
長
１
０
１
ｍ
の
上
路

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
各
社
、建
設
会
社
、道
路
会
社
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、Ｐ
Ｃ
建
協
を
含
む
３

協
会
な
ど
国
内
よ
り
36
団
体
が
活
動
や
技

術
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｃ
建
協
は
協
会
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る「
i-

B
r
i
d
g
e
の
推
進
」お
よ

び
「
環
境
保
全
に
向
け
た
建
設
副
産
物
の

利
用
促
進
」
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
展
示
す
る

と
と
も
に
、
日
本
お
よ
び
世
界
各
国
に
お

け
る
会
員
企
業
の
施
工
実
績
な
ど
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
ビ
デ
オ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

展
示
し
ま
し
た
。ま
た
ブ
ー
ス
に
は
世
界

各
国
の
政
府
機
関
や
大
学
関
係
者
な
ど
が

立
ち
寄
り
、
世
界
各
地
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
技

術
の
適
用
等
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

次
回
は
２
０
２
３
年
に
チ
ェ
コ
共
和
国

の
プ
ラ
ハ
で
開
催
予
定
で
す
。

式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ア
ー
チ
橋
（
補
剛
桁
形

式
Ｐ
Ｃ
２
主
版
桁
橋
。場
所
打
ち
杭
基
礎

逆
Ｔ
式
橋
台
、
深
礎
基
礎
壁
式
橋
脚
お
よ

び
深
礎
基
礎
ア
ー
チ
ア
バ
ッ
ト
／
川
田
建

設
・
西
松
建
設
・
松
岡
建
設
Ｊ
Ｖ
）
で
す
。

当
日
は
工
事
現
場
を
見
学
後
、
大
田
原
市

の
川
田
建
設
㈱
那
須
工
場
へ
移
動
し
て
、

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
製
品
の
製
造
ラ
イ
ン
な
ど

を
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
の
他

（
東
北
支
部
）

・
10
月
11
日

　
（
福
島
県
郡
山
市
・
三
森
３
号
橋
）

　

福
島
県
職
員
18
人

・
10
月
30
日

　
（
秋
田
県
北
秋
田
市
・
館
野
跨
道
橋
）

　

県
立
秋
田
北
鷹
高
校
生
徒
36
人

Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
を
派
遣

　

Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
学
生
に
Ｐ
Ｃ
構
造
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
各
地

区
で
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
派
遣
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

（
北
海
道
支
部
）

　

令
和
元
年
11
月
22
日
と
29
日
に
苫
小
牧

工
業
高
等
専
門
学
校
創
造
工
学
科
都
市
・

環
境
コ
ー
ス
の
４
年
生
44
人
に
Ｐ
Ｃ
の
概

要
と
施
工
、
北
海
道
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋

な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

（
関
東
支
部
）

　

令
和
元
年
10
月
29
日
と
30
日
の
2
日
間
、

東
京
理
科
大
学
理
工
学
部
土
木
工
学
科
の

２
年
生
、約
１
７
０
人
に「
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
学
実
験
」
と
題
し
て
緊
張
実
験
を
行
い

ま
し
た
。ま
ず
座
学
と
し
て
Ｐ
Ｃ
の
基
礎
、

設
計
、施
工
、維
持
管
理
に
つ
い
て
資
料
や

模
型
な
ど
を
使
っ
て
説
明
し
ま
し
た
。続

い
て
の
実
験
で
は
部
材
に
緊
張
力
が
入
る

様
子
に
学
生
た
ち
は
感
心
の
声
を
も
ら
し

て
い
ま
し
た
。

（
中
国
支
部
）

　

令
和
元
年
11
月
29
日
に
山
口
大
学
工
学

部
社
会
建
設
工
学
科
の
３
年
生
約
60
人
に

Ｐ
Ｃ
橋
に
関
す
る
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

講
義
で
は
Ｐ
Ｃ
構
造
物
の
紹
介
や
、Ｐ
Ｃ

の
基
礎
、設
計
、施
工
、維
持
管
理
な
ど
を

資
料
を
使
っ
て
説
明
し
ま
し
た
。
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PRESTRESSED CONCRETE CONTRACTORS ASSOCIATION

● ８月以降に実施されたPC技術専門家の派遣講義

●そのほか８月以降に実施された講習会

現
場
見
学
会
開
催

　

Ｐ
Ｃ
建
協
支
部
が
主
催
す
る
現
場
見
学

会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
関
東
支
部
）

　

令
和
元
年
11
月
15
日
に
栃
木
県
那
須
塩

原
市
の
下
塩
原
第
一
橋
梁
の
工
事
現
場
で

（
一
社
）建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
関
東

支
部
の
会
員
24
人
を
対
象
に
現
場
見
学
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
橋
は
橋
長
１
６
７
ｍ
、有
効
幅
員
９
・

５
ｍ
、
ア
ー
チ
支
間
長
１
０
１
ｍ
の
上
路

式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ア
ー
チ
橋
（
補
剛
桁
形

式
Ｐ
Ｃ
２
主
版
桁
橋
。場
所
打
ち
杭
基
礎

逆
Ｔ
式
橋
台
、
深
礎
基
礎
壁
式
橋
脚
お
よ

び
深
礎
基
礎
ア
ー
チ
ア
バ
ッ
ト
／
川
田
建

設
・
西
松
建
設
・
松
岡
建
設
Ｊ
Ｖ
）
で
す
。

当
日
は
工
事
現
場
を
見
学
後
、
大
田
原
市

の
川
田
建
設
㈱
那
須
工
場
へ
移
動
し
て
、

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
製
品
の
製
造
ラ
イ
ン
な
ど

を
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
の
他

（
東
北
支
部
）

・
10
月
11
日

　
（
福
島
県
郡
山
市
・
三
森
３
号
橋
）

　

福
島
県
職
員
18
人

・
10
月
30
日

　
（
秋
田
県
北
秋
田
市
・
館
野
跨
道
橋
）

　

県
立
秋
田
北
鷹
高
校
生
徒
36
人

Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
を
派
遣

　

Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
学
生
に
Ｐ
Ｃ
構
造
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
各
地

区
で
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
派
遣
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

（
北
海
道
支
部
）

　

令
和
元
年
11
月
22
日
と
29
日
に
苫
小
牧

工
業
高
等
専
門
学
校
創
造
工
学
科
都
市
・

環
境
コ
ー
ス
の
４
年
生
44
人
に
Ｐ
Ｃ
の
概

要
と
施
工
、
北
海
道
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋

な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

（
関
東
支
部
）

　

令
和
元
年
10
月
29
日
と
30
日
の
2
日
間
、

東
京
理
科
大
学
理
工
学
部
土
木
工
学
科
の

２
年
生
、約
１
７
０
人
に「
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
学
実
験
」
と
題
し
て
緊
張
実
験
を
行
い

ま
し
た
。ま
ず
座
学
と
し
て
Ｐ
Ｃ
の
基
礎
、

設
計
、施
工
、維
持
管
理
に
つ
い
て
資
料
や

模
型
な
ど
を
使
っ
て
説
明
し
ま
し
た
。続

い
て
の
実
験
で
は
部
材
に
緊
張
力
が
入
る

様
子
に
学
生
た
ち
は
感
心
の
声
を
も
ら
し

て
い
ま
し
た
。

（
中
国
支
部
）

　

令
和
元
年
11
月
29
日
に
山
口
大
学
工
学

部
社
会
建
設
工
学
科
の
３
年
生
約
60
人
に

Ｐ
Ｃ
橋
に
関
す
る
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

講
義
で
は
Ｐ
Ｃ
構
造
物
の
紹
介
や
、Ｐ
Ｃ

の
基
礎
、設
計
、施
工
、維
持
管
理
な
ど
を

資
料
を
使
っ
て
説
明
し
ま
し
た
。

群馬工業高等専門学校
長岡工業高等専門学校
日本大学
鹿児島大学
長崎大学
北海道大学
富山県立大学
東京大学
東京理科大学
熊本大学
前橋工科大学
広島工業大学
九州大学
早稲田大学
苫小牧工業高等専門学校
山口大学
芝浦工業大学

関東
北陸
関東
九州
九州
北海道
北陸
関東
関東
九州
関東
中国
九州
関東
北海道
中国
関東

開催日 支部名 学校名
５日・９日
13日
21日
８日
10日
16日・30日
17日
26日
29日・30日
６日・13日
７日
８日・15日・22日
12日
14日
22日・29日
29日
30日

８月
９月
９月
10月
10月
10月
10月
10月
10月
11月
11月
11月
11月
11月
11月
11月
11月

開催日 支部名 講習会名 主催

各
地
で
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習
会
開
催

　

Ｐ
Ｃ
技
術
に
関
す
る
講
習
会
が
各
地
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
東
北
支
部
）

　

令
和
元
年
11
月
28
日
に
秋
田
県
大
仙
市

西
仙
北
庁
舎
で
の
「
Ｐ
Ｃ
橋
技
術
研
修
会

（
主
催
：（
一
財
）秋
田
県
建
設
・
工
業
技
術

セ
ン
タ
ー
）」で
、自
治
体
職
員
な
ど
約
50
人

を
対
象
に
Ｐ
Ｃ
橋
の
概
要
、Ｐ
Ｃ
橋
の
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
、
耐
久
性
向
上
技
術
、

点
検
要
領
な
ど
の
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

（
北
陸
支
部
）

　

令
和
元
年
11
月
15
日
に
新
潟
県
自
治
会

館（
新
潟
市
）と
22
日
に
石
川
県
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー（
金
沢
市
）で「
第
５
回
わ

か
り
や
す
い
Ｐ
Ｃ
橋
の
施
工
技
術
研
究
会

（
主
催
：
Ｐ
Ｃ
建
協
）」を
開
催
し
、
北
陸
地

方
整
備
局
や
自
治
体
の
職
員
な
ど
約
20
人

を
対
象
に
Ｐ
Ｃ
橋
の
概
論
、
架
設
技
術
な

ど
の
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

（
九
州
支
部
）

　

令
和
元
年
11
月
８
日
に
宮
崎
県
宮
崎
市

の
宮
崎
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
で
の
「
橋

梁
維
持
管
理
研
修
（
主
催
：
宮
崎
県
建
設

技
術
セ
ン
タ
ー
）」で
自
治
体
職
員
な
ど
約

18
人
に
Ｐ
Ｃ
橋
の
基
本（
設
計
・
施
工
）の

留
意
点
な
ど
の
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

8月１日

8月27日・28日

９月12日・13日

９月20日

９月25日

10月９日

10月10日

11月１日

11月12日

11月27日

９月６日・12日・19日・25日

11月12日・13日

中国

九州

関西

北陸

関西

中国

九州

東北

東北

関東

四国

東北

第11回土木技術講習会

橋梁初級Ⅱ研修

PC橋に関する技術講習会

インフラメンテナンス講習会

技術管理講座（橋梁保全Ⅱ講座）

PC技術講習会

第21回専門技術研修会：橋梁の計画から施工まで

土木技術専門研修（橋梁／施工［初級］）

道路構造物管理実務者研修（橋梁初級Ⅱ）

PC橋技術講習会（松本）

3協会合同技術講習会

建設コンサルタント三団体技術研修会

（公財）島根県建設技術センター

九州地方整備局

8月８日 中部 公開講座「持続可能性に貢献するコンクリート技術」 名古屋工業大学

（公財）兵庫県まちづくり技術センター

北陸地方整備局

（公財）滋賀県建設技術センター

（一社）建設コンサルタンツ協会、PC建協

（公財）大分県建設技術センター

（公財）岩手県土木技術振興協会

東北地方整備局

（一社）建設コンサルタンツ協会関東支部

11月15日 北海道 PC橋に関する技術講習会（第2回） （一社）建設コンサルタンツ協会北海道支部

（一社）建設コンサルタンツ協会、
（一社）日本橋梁建設協会、PC建協

山形県地質土壌調査業協会、（一社）山形県測量
設計業協会、山形県建設コンサルタント協会

９月13日 北陸 第9回けんせつセミナー2019橋梁Ⅱ 
（上部工の設計・施工編） （一財）新潟県建設技術センター
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【
北
陸
支
部
】

第
３
回
北
陸
橋
梁
保
全
会
議
に

出
展

　

令
和
元
年
10
月
28
日
と
29
日
の
2
日
間
、

新
潟
市
中
央
区
の
新
潟
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

で「
第
３
回
北
陸
橋
梁
保
全
会
議（
主
催
：

北
陸
橋
梁
保
全
会
議
実
行
委
員
会
（
北
陸

地
方
整
備
局
、Ｐ
Ｃ
建
協
な
ど
））
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
橋
梁
保
全
の
技
術
向
上
と

情
報
交
換
な
ど
を
目
的
に
産
官
学
連
携
で

３
年
に
１
度
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
約
１
１
０
０
人
が
来
場
し
ま
し

た
。Ｐ
Ｃ
建
協
は
ブ
ー
ス
出
展
に
加
え
て

「
橋
梁
保
全
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し

て
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
パ
ネ
ラ
ー
参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
紹
介
し
ま
し
た
。

建
設
技
術
展
示
会
に
出
展

　

最
新
の
土
木
建
設
技
術
を
展
示
す
る

「
建
設
フ
ェ
ア
」
が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

（
中
部
支
部
）

　

令
和
元
年
10
月
16
日
と
17
日
の
２
日
間
、

名
古
屋
市
千
種
区
の
吹
上
ホ
ー
ル
で
「
建

設
技
術
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
２
０
１
９
中
部
（
主

催
：
中
部
地
方
整
備
局
、
名
古
屋
国
際
見

本
市
委
員
会
、
後
援
：
Ｐ
Ｃ
建
協
な
ど
）」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｃ
建
協
ブ
ー
ス
に
「
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

板（
Ｐ
Ｃ
板
）」を
置
き
、来
訪
し
た
学
生
や

教
職
員
な
ど
に
乗
っ
て
も
ら
い
プ
レ
ス
ト

レ
ス
ト
に
よ
る
復
元
力
を
体
感
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

（
関
西
支
部
）

　

令
和
元
年
10
月
23
日
と
24
日
に
大
阪
市

中
央
区
の
マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
で
「
建

設
技
術
展
２
０
１
９
近
畿
（
主
催
：
㈱
日

刊
建
設
工
業
新
聞
社
、（
一
社
）近
畿
建
設

協
会
、
共
催
：
Ｐ
Ｃ
建
協
な
ど
）」
が
開
か

れ
ま
し
た
。　

関
西
支
部
も
ブ
ー
ス
出
展

し
、
橋
梁
模
型
の
展
示
や
モ
ニ
タ
ー
で
Ｐ

Ｃ
構
造
物
や
工
法
の
紹
介
動
画
の
放
映
を

行
い
ま
し
た
。今
回
も
、２
日
間
と
も
盛
況

で
、
発
注
者
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
に

来
訪
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
中
国
支
部
）

　

令
和
元
年
11
月
26
日
と
27
日
の
２
日
間
、

広
島
市
南
区
の
広
島
産
業
会
館
東
館
で

「
建
設
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
９
ｉ
ｎ

広
島
（
主
催
：
建
設
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
実

行
委
員
会
、
協
賛
：
Ｐ
Ｃ
建
協
な
ど
）」
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
安
全
・
安
心
で
豊
か
な
地

域
づ
く
り
を
支
え
る
建
設
技
術
〜
防
災
・

減
災
対
策
、老
朽
化
対
策
の
取
り
組
み
、Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
新
技
術
〜
」で
し
た
。

　

Ｐ
Ｃ
建
協
ブ
ー
ス
で
は
Ｐ
Ｃ
橋
の
組
立

模
型
な
ど
も
展
示
し
、
来
展
者
に
Ｐ
Ｃ
の

特
徴
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

▲ パネルディスカッションの様子

▲ PC建協ブースの様子

Ｐ
Ｃ
建
築
フ
ォ
ー
ラ
ム

ｉ
ｎ
名
古
屋
２
０
１
９
に
参
加

　

若
い
建
築
家
や
学
生
に
Ｐ
Ｃ
建
築
の
美

し
さ
や
魅
力
を
紹
介
す
る
「
Ｐ
Ｃ
建
築

フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
名
古
屋
」
が
令
和
元
年

11
月
９
日
と
10
日
の
２
日
間
、
愛
知
県
春

日
井
市
の
中
部
大
学 

春
日
井
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。主
催
は
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
）Ｐ
Ｃ
建
築
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
と
関

西
Ｐ
Ｃ
研
究
会
、
後
援
は（
公
社
）Ｐ
Ｃ
工

学
会
と
Ｐ
Ｃ
建
協
で
す
。

　

初
日
は
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。ま
ず

「
Ｐ
Ｃ
構
造
と
こ
れ
か
ら
の
建
築
」と
題
し

た
鈴
木
計
夫
関
西
Ｐ
Ｃ
研
究
会
代
表
（
大

阪
大
学
名
誉
教
授
）
の
基
調
講
演
か
ら
始

ま
り
、
次
に
大
野
義
照
Ｐ
Ｃ
建
築
技
術
支

援
セ
ン
タ
ー
理
事
長
（
大
阪
大
学
名
誉
教

授
、Ｐ
Ｃ
建
協
元
理
事
）が
Ｐ
Ｃ
建
築
の
事

例
を
紹
介
し
ま
し
た
。続
い
て
、愛
知
総
合

工
科
高
校
校
舎（
名
古
屋
市
千
種
区
）な
ど

を
題
材
に
Ｐ
Ｃ
建
築
の
事
例
と
特
徴
が
解

説
さ
れ
た
後
、「
Ｐ
Ｃ
建
築
の
魅
力
」
を

テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
Ｐ
Ｃ
構
造
物
の
見
学
会
が
催

さ
れ
ま
し
た
。参
加
し
た
23
人
は
㈱
安
部

日
鋼
工
業
本
社
ビ
ル
（
岐
阜
県
岐
阜
市
）、

名
古
屋
商
科
大
学 

万
博
記
念
ゲ
ー
ト
（
愛

知
県
日
進
市
）
な
ど
を
丸
１
日
か
け
て
巡

り
ま
し
た
。



編集後記

柳橋 則夫（編集委員長）、 樫福 浄（副委員長）、　
髙松 正伸（副委員長）、 湯山 芳夫、 大信田 秀治、 鈴木 裕二、　
吉山 誠之、 石井 一生、 竹本 伸一、  大塚 俊介、 松嶋 憲昭

編集委員会
久我 誠志（幹事長）、 小谷 仁（副幹事長）、 荒畑 智志（副幹事長）、
渡邉 文美、小出 武、 栗川 修、関口 豪賢、  大谷 圭介、  杉村 卓也、木下 拓三、　
石榑 修、 岡本 修一、直井 秀市、 上田 孝明、瀬戸 裕一郎、岩﨑 麻美、坂田 貴俊

編集幹事会

　今回の特集は「新幹線 暮らしを支える高速鉄道ネットワーク」でした。1964年に開業した新幹線、誕生の経緯から輸送人員の増加、移動時
間の短縮、海外の高速鉄道との比較、さらにPC橋梁の変遷が読み取れたと思います。開業から55年経過した新幹線に多くのPC橋やPCまくら
ぎ、スラブ軌道などPC技術が基盤の下支えになっておりPC建協が一翼を担ってきたことも理解できました。現在、高速ネットワークと言え
ば今年導入予定の５Gイノベーションなどの通信システムを多くの方が連想します。５Gは、我が物顔で世界的に整備が進められています。
対照的に「必要？」と言われた「新幹線」でしたが、人の流れの効率化を追求した結果、日本の発展、高度経済成長、都市発展に務め、今も職務を
遂行しています。近年、第4次産業革命が世界的に進み、AI、IoTなどを活用しながらイノベーションを社会実装していくことが求められてい
ます。世界に先駆けて生産性の極めて高い建設産業や交通運輸産業を創造していかなければいけない、そんな時だから新幹線計画時の「イノ
ベーション魂」を忘れてはいけないと考えます。
　今回の特集をまとめるにあたり、多くの資料の提供や多大なるご協力をいただきました(独)鉄道建設・運輸施設整備支援機構にこの場を借
りて厚く御礼申し上げます。        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （石榑）
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全
国
か
ら
開
通
情
報

（
関
東
支
部
）

中
部
横
断
自
動
車
道
（
富
沢
Ｉ
Ｃ
〜
南
部

Ｉ
Ｃ
）、開
通

　

令
和
元
年
11
月
17
日
に
中
部
横
断
自
動

車
道
の
富
沢
Ｉ
Ｃ
〜
南
部
Ｉ
Ｃ
間
（
延
長

約
６
・
７
㎞
）
が
暫
定
２
車
線
で
開
通
し
、

新
東
名
〜
中
央
道
間（
総
延
長
約
74
㎞
）の

８
割
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

富
沢
Ｉ
Ｃ
付
近
で
の
開
通
セ
レ
モ
ニ
ー

に
は
地
方
自
治
体
関
係
者
な
ど
が
出
席
し
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
く
す
玉
割
り
の
後
、
通

り
初
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
中
部
支
部
）

三
遠
南
信
自
動
車
道
飯
喬
道
路
（
天
龍
峡

Ｉ
Ｃ
〜
龍
江
Ｉ
Ｃ
）、開
通

　

令
和
元
年
11
月
17
日
に
三
遠
南
信
自
動

車
道
飯
喬
道
路
の
天
龍
峡
Ｉ
Ｃ
〜
龍
江
Ｉ

Ｃ
間
（
延
長
約
４
㎞
）
が
開
通
し
ま
し
た
。

龍
江
Ｉ
Ｃ
か
ら
中
央
自
動
車
道
へ
の
所
要

時
間
は
約
10
分
と
な
り
、
現
況
よ
り
６
分

短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
龍
峡
Ｉ
Ｃ
駐
車
場
で
催
さ
れ
た
開
通

セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
自
治
体
関
係
者
な
ど
約

２
３
０
人
が
出
席
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と

く
す
玉
割
り
の
後
、
通
り
初
め
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

（
九
州
支
部
）

小
石
原
川
ダ
ム
付
替
国
道
１
号
橋
、
渡
り

初
め

　

福
岡
県
朝
倉
市
の
小
石
原
川
ダ
ム
建
設

に
伴
う
国
道
５
０
０
号
線
の
迂
回
路
で
あ

る
付
替
国
道
１
号
橋（
橋
長
３
３
９
ｍ
）が

こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
令
和
元
年
11
月
4
日

に
渡
り
初
め
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
他

・
東
北
中
央
自
動
車
道 

相
馬
Ｉ
Ｃ
〜
相
馬

山
上
Ｉ
Ｃ（
約
６
・
０
㎞
） 

・
東
海
環
状
自
動
車
道 

大
野
神
戸
Ｉ
Ｃ
〜

大
垣
西
Ｉ
Ｃ（
約
７
・
６
㎞
） 

・
福
岡
県
都
市
計
画
道
路
鯰
田
中
線 

川
島

〜
幸
袋（
約
１
・
１
㎞
）

▲ 中部横断自動車道　田中川橋

▲ 天龍峡IC駐車場での開通セレモニー

▲ 国道1号橋の渡り初めセレモニー




